
広げよう人の輪 深めよう地域の絆 自治会加入で安心生活
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ト
ビ

ツ
ク
ス

福
祉
計
画
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
く

～

顔
の
見
え
る
関
係
　
共
に
い
き
る
地
域
社
会
づ
く
り

～

３
月
１
日
丸
亀
市
と
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
第
４
次
地
域
福
祉
計
画
並
び
に
地
域
福
祉

沼
動
計
画

（令
和
８
～
１３
年
度
）
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
稲
中域
の
助
け
合
い
に
よ
る
地
域

福
祉
」
を
推
進
す
る
た
め
、住
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。当
日
は
３‐
名
が
参
加
し
、

地
域
の
福
祉
課
題
に
つ
い
て
懇
談
し
ま
し
た
。

現
在
、
社
会

は

少

子

高

齢

化
、
人
口
減
少
、

核
家
族
化
、
住

民
二
十
ズ
の
複

雑
多
様
化
な
ど

の
変
化
に
直
面

し
て
お
り
、
地

域

コ
ミ

呈

一

テ
ィ
も
そ
れ
に

対
応
し
た
福
祉

課
題
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

丸
亀
市
は
地
域
住
民
や
世
帯
の
要
望
に
応

え
る
た
め
、
令
和
フ
年
度
に
重
層
的
支
援

体
制
を
整
え
、第
４
次
地
域
福
祉
計
画

（市

福
祉
課
）
お
よ
び
地
域
福
祉
活
動
計
画

（市

社
会
福
祉
協
議
会
）
に
反
映
さ
せ
る
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ダ
シ
ョ
ツ
プ
当
日
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
役
員
や
福
祉
部
員
な
ど
の
参
加
者

が
、
８
人
１
組
の
４
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

２
つ
の
テ
ー
マ
に
基
づ
い
て
グ
ル
ー
プ
討

議
を
行
い
ま
し
た
。
ま
ず
、
「い
き
い
き

・

キ
ラ
キ
ラ
」
の
テ
ー
マ
で
は
、
地
域
内
で

関
心
の
あ
る
こ
と
、
良
い
と
思
う
こ
と
、

す
で
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
付

箋
に
書
き
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
「も
や

も
や
」
の
テ
ー
マ
で
は
、
改
善
し
た
い
こ

と
や
不
安
に
思
う
こ
と
な
ど
を
挙
げ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
内
で
情
報
を
共

有
し
、
最
後
に

「ば
ち
ば
ち

・
や
る
や
る
」

と
し
て
、
小
さ
な
こ
と
か
ら
実
践
で
き
る

解
決
策
を
考
え
ま
し
た
。
討
議
の
ま
と
め

と
し
て
、
各
テ
ー
ブ
ル
の
代
表
者
が
意
見

を
発
表
し
ま
し
た
。

「い
き
い
き

。
キ
ラ
キ
ラ
」
の
テ
ー
マ

で
は
、
公
園
や
ふ
れ
あ
い
交
流
室
の
整
備
、

渚
発
な
福
祉
活
動
、
多
彩
な
地
域
行
事
の

開
催
な
ど
、
地
助
の
良
い
点
が
数
多
く
挙

げ
ら
れ
ま
し
た
。
セ
ン
ダ
ー
に
と
っ
て
も

嬉
し
い
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「も
や
も
や
」
の
テ
ー
マ
で
は
、
地
域

に
お
け
る
子
ど
も
と
の
交
流
の
減
少
、
自

治
会
渇
動
の
縮
小
、
自
治
会
を
脱
会
す
る

人
の
増
加
な
ど
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
ま
し

た
。そ
れ
ら
の
課
題
を
踏
ま
え
た

「ば
ち
ば

ち

・
や
る
や
る
」
の
解
決
策
と
し
て
、
自

治
会
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ツ
プ
の
強
化
、
全

年
齢
を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、

公
園
の
集
客
方
法
の
工
夫
、
中
高
生
に
よ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
促
進
、
ラ
ジ
オ

体
操
な
ど
に
よ
る
交
流
の
場
づ
く
り
、
子

ど
も
が
地
域
行
事
に
参
加
す
る
機
会
の
創

出
、
公
園
施
設
の

「子
ど
も

一
日
開
放

デ
ー
」
実
施
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ

ア
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
や
役
割
を
持

ち
、
助
け
合
い
な
が
ら
暮
ら
せ
る
地
域
共

生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
国

・
県

・
市

と
も
に
福
祉
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
お
互
い
に
福
祉
に
関
す
る
情
報
や
実

践
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
、
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
し
よ
う
。

みんなの地域の“イマ"と “コレカラ"を話し合おう

テーマ① テいマ②

ほちほち,やるやる

ゆ
Ｔ【中報

■主11:
聴

粋
∫4

■とlヽ 十

地域社会の皆様と共に

営業時間/AM9:00～ PM7:00

丸亀市綾歌阿栗熊東

TEL 087フ B86日3666

丸亀市飯山町下法軍寺691-6

oo0120日0フ‐8848
9:30～ 19:00 火曜日定休

http://wvvw,hayashiya‐group com/

◎林あ
きもの と帯

汽」A否川瞑
飯山支店

TEL 087フ‐98‐3263
FAX 0877-98-6995

丸亀市飯山田]下法軍寺545-1
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栄
養
士

・
保
健
師
の
健
康
相
談

【内
容
】血
圧
・体
組
成
測
定
・検
尿

【日
時
】
４
月
１６
国
（水
）

９
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

【場
所
】第
２
会
議
室

　

【申
込
】
不
要

【問
合
】市
健
康
課
　
盆
２
４
１
８
８
０
６

健
康
相
談
年
間
予
定

丸
亀
市
健
康
課
で
は
毎
月
第
３
水
曜
日

（９
時

３０
分
～

１１
時

３０
分
）
に
飯
山
南
要

こヽ

ニ
テ
ィ
セ
ン
ダ
ー
で
健
康
相
談
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
健
康
相
談
で
は
、
毎
月
保
健
師
に
よ
る

血
圧
。体
組
成
測
定
。検
尿
を
行
っ
て
い
る
ほ

か
、
月
に
よ
っ
て
は
栄
養
士
や
理
学
療
法
士
に

よ
る
個
別
相
談
、
骨
密
度
測
定
を
計
画
し
て

ま
す
。
予
約
は
必
要
な
く
、ど
な
た
で
も
参
加
可
能

で
す
。ぜ
ひ
、
月
に

一
度
ご
自
身
の
健
康
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

ご
あ
ん
な
い

。
エ
ー
ル

年間予定表

5月 21日 個別相談 (理学療法士)

骨密度測定6月 18日

7月 16日

8月 20日

9月 17日 個別相談 (栄養士)

10月 15日

11月 19日

12月 17日

1月 21日

骨密度測定

2月 18日

3月 18日 個別相談 (栄劃

丸
亀
市
長

・
市
議
会
議
員

選
挙
投
票
日

【日
時
】
４
月
２０
日
（日
）

フ
時
～
２。
時

第
１
回
飯
山
南
地
区
運
含
自
治
会
長
会

【日
時
】
４
月
２２
田
（火
）

１９
時
～

【場
所
】多
目
的
室

【対
象
天
「
和
フ
年
度
の

飯
山
南
地
区
自
治
会
長

一
―

イ

′

―

‐
１

一つ
一９
■

一，ｐ
鉤
雪
９
う

・１
，

生

一た

”７
嘲
貰
ク

ラ

ブ

あ
す
な
る
句
会

私
た
ち
は
生
ま
れ
る
と
同
時
に
、
五
七

五
の
リ
ズ
ム
の
中
で
育
ち
ま
す
。

思
い
や
感
じ
た
こ
と
、一面
葉
に
紡
い
で

み
ま
せ
ん
か
。
国
々
発
見
の
連
続
で
す
。

ご

一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。お
待
ち
し

て
ま
す
。

【日
時
】毎
月
　
第
２
金
曜
日

３

寺

～

５

寺

【場
所
】東
小
川
児
童
セ
ン
ダ
ー

多
目
的
室

間
合
】

秋
山
正
子

Ｏ

１

４

３

３

２

１

３

６

８

３
傘

飯山南小学校 昔のお話会

活動日:2月 19日 (水) 場所 :飯山南小学校
参力[者 :児童 (3年生)・地域支援ボランテイア

2月 19日 (水)、地域ボラン

ティアの方マに来校いただき、

3年生「音のお話会」を行いま

した。本校では、社会科「変わ

る道具とくらし」の学習内容

を深めるため、句年地域の

方々の協力を得ています。3年生は、給食に鯨肉が使われ

ていたことに驚いたり、綿入りはんてんの暖かさを実際に

体験したり、道具の進化を宍□り改めて現代の便利さを実感

したりと、たくさんの学びを得ている様子でした。最後に、

校区の発展や環境の移り変わりについてお話をしていた

だき、田大田だつた場所に大きな道路や建物ができたことを

矢□りました。自分たちが住む地域の変化を矢□ると共にこれ

からを考える大変よいきつかけとなりました。

大きくなつてくれて
ありがとう !

飯山南
保育所

飯山南保育所

では人権集会『夕

□―バーの集い』を年5

回行つています。◆回の

集いでは『大きくなるつ

ていうことは』をテーマ

に3～ 5歳児が参加しま

した。大きくなるつてど

んなことだろうと尋ねる

と「背が伸びること」「一年生になること」などの意見が

出ました。最後に
`フ

ラスの先生やお家の人からのメッセー

ジを聞いた子どもたちは「すごく嬉しかつた」「なんか、涙

がでそうやった」と照れたように微笑んでいました。大き

くなるということは素敵なこと、自分だけでなく周りにい

る人もとても嬉しいこ

とだと子どもたちに伝

えました。これからも保

護者と一緒に子どもた

ちの成長をあたたかく

見守 つていきたいと

思つています。

みんなで行こう。明るい選挙。

エール
く(く  Yett 〉〉〉
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躍
動
す
る

は
ん
な
ん

。
歴
史
探
訪

・
不
易
流
行

」
Ｅ
Ｅ
み
み

盤
動
す

る

は
た
な

た

一

「野
菜
も
饂
飩
も
食
べ
ご
ろ
が
大
事
」

し

ん真

生

農

園

私
た
ち
の
農
園
は
、
平
成
２３
年
頃
か
ら
東

坂
元
の
割
古
で
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
の
栽
培
と
出
荷

を
始
め
た
の
が
始
ま
り
で
し
た
。
家
族
と

一

緒
に
、
自
然
を
相
手
に
仕
事
が
し
た
い
と
い

う
思
い
が
き
っ
か
け
で
す
。

平
成
２４
年
か
ら
は
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
建

て
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。

翌
年
に
は
、樋
の
回
へ
も
農
地
を
広
げ
、
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
追
加
し
ま

し
た
。
現
在
、割
古
と
樋
の
回
を
併
せ
て
、ビ

二
十
ル
ハ
ウ
ス
は
全
部
で
９
棟
あ
り
、
延
べ

３０
ァ
‐
ル
の
農
地
を
借
用
し
て
農
業
経
営

を
行
っ
て
い
ま
す
。

私
は
船
員
と
し
て

外
航
船
の
通
信
士
を

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

後
も
、
携
帯
電
話
会

社
で
通
信
機
械
の
保

つヽ

！
一
′
ト

4_.、 ■中

▲

守
や
整
備
を
行
い
、

そ
れ
ま
で
農
業
と
は

無
縁
で
し
た
。
定
年

退
職
後
、
家
族
の
希

望
も
あ
っ
て
震
業
に

取
り
組
み
始
め
ま
し

た
。
初
め
て
の
農
業
経
験
で
あ
り
、
琴
平
町

の
農
業
大
学
校
で

一
年
間
学
び
ま
し
た
。

現
在
は
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
「さ
ぬ
き
の
め
ざ

め
」
を
中
心
に
栽
培
し
て
い
ま
す
が
、
シ
ー
ズ

ン
オ
フ
は
、
秋
冬
と
春
に
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
も

栽
培
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
の
ア
ス
パ
ラ
部
会
、

ブ
ロ
ツ
コ
リ
ー
部
会
に
入
会
し
て
栽
培
指
導

を
受
け
、
施
肥
や
農
薬
散
布
も
使
用
基
準

を
守
る
こ
と
で
、
安
全
で
美
味
し
い
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
や
ブ
回
ッ
コ
リ
ー
を
栽
培
し
出
荷
し

て
い
ま
す
。

農
産
物
に
は
美
味
し
い
ク旬
″
が
あ
る
こ

と
を
、
私
自
身
が
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
正
し
い
栽
培
方
法
で
た
く

さ
ん
生
産
し
て
も
、
市
況
に
よ
り
単
価
が
変

動
し
て
収
入
に
増
減
が
あ
る
こ
と
は
悩
み

の

一
つ
で
す
。
そ
れ
で
も
、
一⊂
う
し
た
美
味
し

い
野
菜
を
消
費
者
に
届
け
て
、
喜
ん
で
も
ら

え
る
こ
と
に
喜
び
を
感

じ
て
い
ま
す
。

◆
後
も
「地
道
に
コ
ツ

コ
ツ
と
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

健
康
に
留
意
し
、
季
節
を

感
じ
な
が
ら
美
味
し
い

作
物
を
作
っ
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

TEL・ FAX:98-7170

真 生 農 園

一加
上
山
κ

駕
ネ
エ角

キ
ヤ
ヽ
　
ニ
ヨ
崎

か

す

が
　
じ
ん
　
じ
ゃ

《春
日
神
社
》

業
社
殿
御
広
前

南
向
き

【
讃
留
霊
王
伝
承
認
ン
響
１
ズ

耐ユ
　
　
車乗
島

和
茂

【讚
留
霊
王
伝
承
の
神
社
】

◎
香
川
県
内
鎮
座
十
五
神
社

○
春
日
神
社
【シ
リ
ー
ズ

Ｎｏ
・２４
十
五
‐
②
】

《春
日
神
社
（
す
が
じ
ん
じ
こ
》

鎮

座

地
　
坂
出
市
川
滓
町
三
〇
九
〇
番
地

太
不　
　
神
　
天
児
屋
根
命
・武
甕
槌
命

綾
津
主
神
・日
女
大
神

神
社
由
緒
　
博
ふ
る
所
に
よ
れ
ば
第
十
三
代
景
行
天
皇
の
時
代
茜
暦
７‐
～

‐３０
年
頃
）、
の
皇
子
日
本
武
専
の
子
０
武
貝
児
王
（讃
留
霊
王
）

は
南
海
の
悪
魚
を
征
し
給
い
、
一こ
の
鹿
に
鹿
島
・香
取
の
二

軍
神
を
祀
り
て
其
の
霊
域
に
よ
っ
て
討
伐
を
成
し
遂
げ
た

と
い
う
。
亜
亜
域
を
謝
し
給
い
し
か
ば
、
後
人
そ
の
跡
に
祠
を

建
て
二
神
を
奉
祀
せ
り
と
い
ひ
。

参
考
文
献
≒
香
川
縣
神
社
誌
■
発
行
所
香
川
縣
神
職
會
　
昭
和
十
三
年
十
二
月
一日

発
行
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・不

易
■流
・行
・・禁
発

ゴ

リ
ラ
研
究
を
上
野
動
物
園
の

機
関
誌
に
投
稿

（２
）

み
ち
ひ
ろ
さ
ん
は
数
多
く
の
動
物
園
で

た
く
さ
ん
の
ゴ
リ
ラ
に
関
す
る
情
報
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
彼
が
強
く
感

じ
た
こ
と
が
、ゴ
リ
ラ
の
繁
殖
が
ど
れ
だ

け
大
変
な
こ
と
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
で

あ
っ
た
。

そ
の

一
つ
の
工
夫
と
し
て
、
動
物
園
同

士
の
協
力
で
あ
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。
彼

は
、
上
野
動
物
園
の
飼
育
委
員
か
ら
「動
物

園
の
動
物
は
み
ん
な
の
も
の
で
、
日
本
全

国
の
動
物
園
を

一
つ
と
考
え
て
、
卓貝
重
な

動
物
た
ち
を
み
ん
な
で
大
切
に
し
て
い
か

な
い
と
い
け
な
い
。
だ
か
ら
必
要
な
と
こ

ろ
に
移
し
た
の
だ
」
と
教
え
て
も
ら

っ
た

こ
と
に
と
て
も
感
銘
を
受
け
た
よ
う
だ
。

つ
づ
く
　
　
（三
谷
秀
樹
）

4



―    _                      Oヽr｀
‐no― s。と。

翌華琴 iをの押ドつ り ご参照くだきい。

(日程などは変更になる可能性があと

'ま

す)

飯山南コミュニテイの

今年度の主な行事です。

4月はザ7レンダーを

法の郷防犯パト回―ル隊

感謝の集い

ウオークラリー (東′」ヽサ|1南コース)

く法
の
郷
づ
く
り

。
ふ
れ
あ
い
交
流
室

法の郷防犯パトロール隊出発式

コミュニテイ協議会総会・

女性部会総会

東小川児童センター・

飯山東′」WH公民館開設
20周年記念フェステイバル

連合自治会総会・

第2回連合自治会長会
子やレンジウイーク2025

心ヽ暴惑げ■1城褒

5/
5/10

5/11

5/16

5/18

||13/

む3/

か ■碁

i0鼈也・:ダで:岳ザ,― II

ゴ紗 書

鰻

0 010/1赤 い羽根共同募金運動スタート
●10/25.26法の郷いきいきまつと,

¬

】

1

●11/9敬老会
●11/16防災訓練 (東′」司||)
●11/22′も、れあい食堂

011/ 配食サービス (友愛訪問)

拳

●6/21.22農村倉堂
●12/3人権講演会
●12/7ク リーン作戦 (一斉清掃 )

●7/  高齢者′Ь、れあいの集い
07/  学習支援食堂
07/27ペタンク大会
●7/21～ 夏休み自治会交流ラジオ体操

７

月

●R8.1/1元日コ社めぐリ
おめでとうウオーク 良

１

月

●3/  法の郷公園サマ=フェステイバル
８

月

配倉サービス (友愛訪問)

第4回連合自治会長会 出
02/
02/

２

月

●9/1健 康千やレンジ四国を歩己うスタート
●9/  第5回連合自治会長会
09/14避 難行動要支援者避難訓練

(下法軍寺)

９

月

●ふらつと Tea Time～小物づくり～

みなさんと一緒に楽しい時間をすごしませんか

ご近所さんやお友達とお越しください

今月よリパンの販売国が変わります

4月 25日 (金 )41時 30分～

地元農家さんの新鮮野菜・多肉植物・

季節の飾り物など なにがあるかはお楽しみ

0パンの販売〔にじいろベーカリー】  i基=:憂竜》

u馨
自 甲

4月 24国 (木 )
9B寺⌒マ10日寺

参力□費 :300円

締切 り:4月 18日 (金 )

●朝市。フリーマーケツト

4月 19日 (土 )
10日寺-12日寺

活
　
用
　
班

●じどせんのおねえさんといつしよ

4月はお体みです

0ライブラリーのおねえさんといつ
4月 16日 (水)10時 30分～11時
『紙芝居や絵本を楽しもう』
～読み聞かせとびつく

')ば
こ作り～

●移動図書館草かめまる号

4月 9日 (水 )

10日寺30分-11日寺30分

鞄鎖1日導O二 ユ`
〒

参 加 費 :110円      .凸 台肖>声
●焼き菓子の販売 〔パン・焼き菓子工房らばI
4月 19日 (土)11時～11時45分

必布を組み合わせて

の節旬飾りを作ろう

『鯉太郎を作ろう』

募集人数:10名 (予約制)

しく、

ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

,

5

予約制のイベントはコミュニティセンダーまでお申込みください。コミュニティセンダーのホームページに『/S、れあい交流室だより』を掲載しています。
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錫偉床ゲツト

"0生赤淋 ベストショット

待つてま～す♪

じゃがいもチヂミ
じゃがいもはデンプンやビダミンCが

多く含まれています。

宝
赤
ち
ゃ
ん

。
健
康
ゲ
ツ
ト

・
フ
オ
ー
カ
ス

・
法
の
郷
人

■材料 (2人分 )

じゃがいも・中●

万能ねぎ……・

桜えび・………

ピザ用チーズ・

ごま油…………・

■作り方

… 2～3個 (正味220g)
….20g 

【タレ】
・‥‥・5g   酢  …………・
・・・30g  しょぅゅ .…
小さじ2 _味 唐辛子

大さじ1/2

刑ヽさじ1/4
……・少々

0じゃがいもは、皮をむいてすりおろす。
万能ねぎは小回切

'り

にする。
②ボウルに①と桜えび、チーズを入れて全体を
よく混ぜる。
0フライパンにごま油を熱して、②を6等分して
平たく並べて、弱めの中火で3分焼く。焼き色
がついたら裏返して、さらに3分焼く。

混ぜ合わせて添える。

No.

055
進 和彦さん

岡下所自治会

信条は「至誠―買」。常に地域のことを考えている郷

土愛いつぱいの方。少しやりすぎではと思うほど、次々と

アイデアを出してコミュニティの活性化を図っている会

長さんです。そのエネルギーの根源に迫る取材を。

平成17年 3月 6日、綾歌郡飯山町として最後の閉庁

式。当時町役場の助役だった進さんは、式典最後の町旗

降納の役割。ゆっくり降ろしている町旗の中に、まちを挙

げて成功させた平成5年の東四国団体など携わつてき

た41年間が次々と蘇り、飯山町が終わることの消失感
で涙が。その時、丸亀市になっても飯山に住んで良かつ

たと思える町にしたいと、強い思いがわきあがったと。

そして、平成18年4月に飯山南コミュニティセンダー

が発足。以来20年走り続けています。

楽しみは、書道と、1年に一度の東京遊覧だと。娘さん

たちの招待で昨年は歌舞伎座、今年は大相撲だとか。お

孫さんや曾孫さんの話をされる時は、優しいおじいちゃ

んのお顔でした。

図 hannan‐ c@mf pikara.ne.,p

層◇睡U轟―Lは―

あなたの強い味方

民生委員・児童委員、主任児童委員

コミュニティの第 1

会議室、どことなく

厳かな雰囲気です。

今日は南地区の民

生委員児童委員の

皆さんの会議です。いったいどんなお仕事をされている

のでしょう、会議の合間にお邪魔してお話を伺いました。

主な仕事は担当の地区に住む一人暮らしのお年寄り

や子育てに悩んでいる人など困つている人のお家へ何

度も足を運び相談にのり解決策を探ることです。どの方

も人生のベテラン、優しく頼れる人ばかりです。

そんな皆さんの任期は3年。でも選ばれるとア8歳まで

勤められます。個人情報を扱いますから守秘義務があり

特別公務員の身分なのです。でもボランティア。相談さ

れた方から感謝されたときにやってよかったと思うそう

です。頭が下がるばかりですね。

0応券メールア ドレス

「

一一一■
・
・

・一一一一一庁誓

子茂
1歳
千島常

垂違裳影くA10カ月
[:こ;ri:羅ちやん6ヵ月

難
瞬津崎那宮

電ひ

ゝ

＼
ユ
吟
ウ

法
物 [人
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舟 ，惨
慧ん薦謬抄 歩ヽ

超
高
齢
化
社
会

我
が
国
の
６５
歳
以
上
人
□
が
総
人

口
に
占
め
る
割
合

害
同
齢
化
率
）
は
、

現
在
２９
％
ｏ△フ
後
も
増
加
し
て
い
く
と

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
古同
齢
者
を
「支

え
る
」
こ
と
と
、古同
齢
者
も
社
会
の
一員

と
し
て
「持
て
る
力
を
発
揮
し
て
活
躍

で
き
る
」
よ
う
、
み
ん
な
で
協
力
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

・
ふ一・、↓ャ

生
活
だ
よ
り

「ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
」

（香
川
県
ふ
じ
み
園
）
開
催

【日
時
】
４
月
２９
日

（火

。
祝
）

９
時
３０
分
～
１３
時

・
夏
野
菜

・
花
の
苗

。
お
は
ぎ

・
手
打
ち
う
ど
ん
等

・
お
じ
よ
も
太
鼓
、
飯
山
中
学
校
吹
奏
楽
部
他
出
演

イテ一
一
ユヽヽ
ヽ
コ

↓専
ハンドメイド
4月 12日 (土)
今年度から請師の先生が復帰されることにな

りました!色々なアイディアいつぱいのクラフト

教室です。今月は「プラ板でセンサリーぷにぷ

にSwitchづくりJ。お楽しみに1(要申込)

善 202,AFrtt ,
↓
〆

親子体操

マザーグース
¶ 咆3日 (木 )

5日 (土 )

9日 (水 )・

12日 (上 )・

17日 (木 )。

20日 (日 )・

23日 (水)・

24日 (本 )・

職員の紹介

0所 長
藤村ゆかり

0事務員
佃  正司
安益 久広
有岡 政子
田部 康夫

●管理人
池下 貴子

《英語であそば/はらぺこあおむし》(要申込)

避難・消火訓練

ハンドメイド《グラフト教室》(要中込)

ツボ押しと体操

市長・市議会議員選挙のため閉館

26日 (土 )

・移動図書館車かめまる号がやつてくる
。トライアングル《子育て相談》(嬰申込)

(子育てひろば「たんばぱ」と共催)
・ファンダジー《創作紙芝居》

〔5月初めの行事】
1日 (本 )・・・親子体操

11日 (日 )…開設20周年記念フェスティバル

東小川児童センター a(0877)56-8778

健

康

づ
く

り

健
康
行
事
の
日
程
変
更
の
お
知
ら
せ

今
年
度
か
ら
左
記
の
よ
う
に
日
程
変
更
し
ま
す
。

「私
の
健
康
ア
ッ
プ
」

【実
施
期
間
】５
月
４
日
～
５
月
２８
日
（４
週
間
）

「健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
・四
国
を
歩
【住
う
！
と

【実
施
期
間
】９
月
４
田
～

令
和
８
年
１
月
３‐
日
（５
カ
月
間
）

チ
ヤ
レ
ノヽ
ジ
内
容
、
要

頂
は
従
来
ど
お
り
で
す
。

日
程
は
変
更
し
ま
す
が
、

今
ま
で
同
様
多
く
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「私
の
健
康
ア
ツ
プ
」
参
加
募
集

【実
施
期
間
】
５
月
４
国
（木
）～
２８
日
（水
）の

４
週
間

【申
込
締
切
】
４
月
３０
日
（水
）

「健
診
。が
ん
検
診
の
受
診
」
記
入
と
、
「運
動
・体

養
・食
事
・歯
磨
き
。□
腔
体
操
の
５
項
目
の
健
康

ア
ツ
プ
ロ
標
」
を
実
施
し
て
記
録
を
提
出
さ
れ
た

方
に
参
加
賞
を
、
目
標
達
成
の
方
に
は
ポ
イ
ン
ト

に
応
じ
て
野
菜
を
お
渡
し
し
ま
す
。
４
週
間
＼〔
⊂
自

分
の
健
康
づ
く
り
に
頑
張
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

推
　
進

委
員
会

交
番
だ
よ
り

特
殊
詐
欺
に
注
意
！

「オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
の
手
□
に
つ
い
て

依
然
と
し
て
、
県
下
で
特
殊
詐
欺
の
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
特
殊
詐
欺
の
う
ち
『親
族
、
敬十一一最
不

宮
、
弁
護
士
等
を
装
っ
た
電
話
で
、金
銭
等
を

だ
ま
し
取
る
オ
レ
オ
レ
詐
欺
』
の
最
近
の
手

□
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

最
近
で
は
＼
敬一一一暴
不宮
を
踊
っ
た
犯
人
か
ら

「あ
な
た
の
電
話
（□
座
）が
犯
罪
に
利
用
さ

れ
て
い
る
。
一∝
の
ま
ま
で
は
、
あ
な
た
も
共
犯

者
と
し
て
逮
捕
さ
れ
る
」
等
と
言
わ
れ
編
す

手
□
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
＼
捜
査
名
目
の
た
め
、
ア
プ
リ
の

ト
ー
タ
機
能
で
の
や
り
取
り
に
誘
導
さ
れ
、

ビ
デ
オ
通
話
に
よ
り
偽
の
逮
捕
状
を
見
せ
ら

れ
る
こ
と
で
、

警
察
官
と
信

じ
込
ま
さ
れ

た

後

「
お
金

の
振

込

み
、

呪

金

の

郵

送

」
を
指

示

さ
れ
ま
す
。

丸
亀
警
察
署
金

２
２
１
０
１
１
０

警
察
相
談
電
話
盗
♯
９
１
１
０
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ω
掲載ページ

お
ノヾンの日

叫
かめまる号

>1己く
青パト巡回日 カ

レ
ン
ダ
ー

・
地
域
の
様
子

1● ・ 私の健康アップ参加募集開始0

休館日

・ あいさつ運動 (防災部)

130 ・ 健康ウォーク・ペタンク ●にじいろカフェ紅山
・ 狂犬病予防接種

140 体館日

15●

160 ●ライブラリーのおねえさんといっしょD
・ 健康相談廻D

176

18o

19o ・ 朝市・フリーマーケットω
・ 法ちゃんくらぶ D

20(〕 ・ 丸亀市長・市議会議員選挙投票日D

21o 休館日

22● ・ 第1回飯山南地区連合自治会長会 0

230 ・ 総務環境美化部会
・ 防災部会

246 ・ 文化育成部会 ・ 福祉部会●ふらっとTeaTime D

25(多

・ 介
~護
予防のための体操教室

・ 地域学校協鋤本部会

・ 健康スポーツ部会
●ふれあい交流部会

260 ●コミュニティ協議会理事会役員会
・ 連合自治会役員会  ・ 子ども茶会

27(∋

281〕 休館日

29● 休館日 昭不□の日●スプリングフェスタ(香川県ふじみ園)ヽ口D

300 ・ 私の健康アップ申込締切り0

5/100・ コミュニティ協議会総会 ・ 女性部会総会

5/16電 )・ 連合自治会総会 ・ 第2回連合自治会長会

凸

→

叫

20

3●

40

50

60

70

8●

90

100

110

120

平
成
７
年
３
月
、新
丸
亀
市
が
発
足
し
ま

し
た
。
２０
年
を
顧
み
て
み
ま
し
ふ
つ
。

‐８
年
４
月
、
「地
域
づ
く
り
と
生
涯
学
習
」

を
柱
に
、飯
山
南
コ
ミ
呈

〓
ア
ィ
セ
ン
ダ
ー
を

開
設
し
、
翌
１９
年
５
月
、愛
称
を
「法
の
郷
い

き
い
き
セ
ン
ダ
ー
」と
し
て
披
露
、以
後
各
種

イ
ベ
ン
ト
の
頭
に
「法
の
郷
」
を
つ
け
て
い
ま

す
。
同
年
１０
月
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
発
足
、２０

年
飯
山
南
自
主
防
災
会
組
織
設
立
。
２２
年
４

月
市
よ
り
指
定
管
理
業
務
を
受
託
し
セ
ン

タ
ー
自
主
運
営
開
始
。
２３
年
特
別
広
報
車

「法
の
郷
号
」
に
青
色
回
転
灯
設
置
、
２６
年
に

東
小
川
児
童
セ
ン
ダ
ー
、
同
公
民
館
指
定
管

理
者
業
務
を
開
始
。
２８
年
健
康
づ
く
り
推
進

委
員
会
に
よ
る
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
を

開
始
。
古同
齢
者
支
援
と
し
Ｋ
局
齢
者
移
動
手

段
「お
で
か
け
号
」
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
「さ

さ
え
愛
」事
業
な
ど
を
開
始
。
△「
和
２
年
４
月

国
道
工
事
に
よ
る
移
転
に
伴
い
コ
ミ
呈

一テ
ィ

セ
ン
ダ
ー
新
築
移
転
開
館
。
３
年
大
束
川
に

架
か
る
法
勲
寺
橋
の
渡
り
初
め
式
。
５
年
フ

月
セ
ン
タ
ー
横
に
「法
の
郷
公
園
」が
開
園
。

そ
し
て
９
年
度
の
国
道
バ
イ
パ
ス
全
線
開

通
に
併
せ
て
市
道
五
反
地
沖
線
２
車
線
化
、

歩
道
橋
、信
号
機
設
置
予
定
で
す
。
並
行
し
て

南
小
学
校
整
備
工
事
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

ご

一
緒
に
明
日
の
「法
の
郷
ま
ち
づ
く
り
」

を
進
め
て
い
き
ま
し
よ
う
。

（文
責
　
進
　
和
彦
）

心、れ碕しlブ¬レングー 4
争稿〒年

t lllll ,い 11TⅢ 「:li tl「 :声 ff 月

合
併
後
２。
年

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
ち
づ
く
り
の
歩
分

地
域
の
様
子
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